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外部評価者
（順不同・敬称略）

　令和６年７月30日（火）　午後３時00分から午後４時30分まで

　大府市役所　委員会室１

　小島 伸之 （星城大学 経営学部 特任教授）

　鈴木 達見 （至学館大学 健康科学部 こども健康・教育学科 教授）

　10年間に対応した実践基盤となるよう改訂し、学校、家庭及び地域が連携して教育の実践

　及び推進をしています。

場　　所

　成24年（2012年）に策定した大府市幼保児小中連携教育の指針「きらきら」をこれからの

　し、効果的な教育行政の推進を図るとともに、市民への説明責任を果たすため、令和５年

大府市教育委員会の権限に属する事務の外部評価会議の実施状況

日　　時

　び評価を行い、報告書にまとめました。

　度に実施した主な事業について、学識経験者（外部評価者）からの意見聴取を含め点検及

　を作成し、議会に提出するとともに公表しなければならないこととされており、点検及び

　評価を行うにあたっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとされ

　ています。

　は　じ　め　に

　さて、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条では、教育委員会はその権限に

　属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書

　これらのことから、本市教育委員会では、教育に関する課題や取組の方向性を明らかに

　本市教育委員会は、平成24年（2012年）に策定した「第１次大府市教育振興基本計画」

　から、一貫して「心身ともに健康で知恵と愛を持つ児童生徒の育成」を基本理念とし、

　知・徳・体のバランスのとれた教育を展開してまいりました。令和３年（2021年）には、

　第３次大府市教育振興基本計画を策定し、今後、ますます多様化する教育ニーズに対応す

　るための様々な教育施策を計画的に推進しています。また、令和４年（2022年）には、平
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外部評価者による評価

大府市奨学金支給事業
（鈴木教授）
　支給額が高額で、保護者の経済的な負担の軽減に繋がっており、こどもを育てる上で、非常に有
効性が高い取組であると評価できる。
（小島教授）
　給付型で返済がないということは、非常に素晴らしい取組であると評価できる。
　支給額については、物価の状況等に応じて、今後も引き続き検討いただきたい。

国際交流教育推進事業
（鈴木教授）
　ＡＬＴの配置が継続され、英語教育の充実が図られており、評価できる。
　外国籍の方が増えてきている中で、日本語初期指導教室が継続的に開設され、日本語の基礎指導
を受けることのできた児童生徒が数多くおり、非常に有効的な取組であると評価できる。
（小島教授）
　英語検定受検料補助金の交付人数が伸びており、成果の出ている取組であると評価できる。
　中学生の海外派遣が再開し、自分の肌で感じ取ることのできる大変重要な経験の場であることか
ら、今後も継続いただきたい。また、参加した生徒たちが体験したことを各校で還元し、他の生徒
が共有できるように取り組んでいただきたい。

学校総務管理事業
（鈴木教授）
　東海市への委託児童については、こどものことを考えると、距離の近いところに安全に通学でき
ることが大事であり、今後も継続いただきたい。
　特別支援教育「わくわく展」等の特別支援に関連する事業は、参加者も力を入れていると感じら
れるため、今後も継続いただきたい。
　スクールロイヤーの配置は、県内でも先進的な取組であり、今後も継続して、小中学校で起きる
問題に対して活用いただきたい。
（小島教授）
　スクールロイヤーの配置は学校にとって非常に有用な取組であり、評価できる。
　「ラーケーションの日」の実施にあたり、会計年度任用職員を各校に配置することで、教職員に
かかる事務手続きの負担を軽減できており、当を得た対応であると評価できる。また、今後は教員
自身がより取得しやすい制度となっていくことを期待する。

児童生徒指導推進事業
（鈴木教授）
　長期欠席や特別支援に関して、多種多様な職種で多くの人数が配置されており、非常に手厚く、
評価できる。
　各中学校の校内教育支援室に支援員が配置されたことで、運営が安定し、生徒が安心して登校す
ることのできる手段が取られており、評価できる。
（小島教授）
　スクールソーシャルワーカーの増員や特別支援学級補助員の大幅な増員等、支援体制が年々手厚
くなっており、評価できる。
　メタバースを利用した支援等、個別最適な対応が取られており、今後も継続いただきたい。

学校保健事業
（鈴木教授）
　養護教諭補助員の配置については、先進的な取組であり、今後も継続いただきたい。
　教職員のストレスチェックによる高ストレス者の割合が気に掛かるが、教職員の心身の健康が最
終的にはこどもへのより良い教育へと繋がっていくため、今後も継続し、心理的負担の解消に向け
た働きかけを継続いただきたい。
（小島教授）
　養護教諭補助員について、保健室は学校の生命線であり、こどもたちの色々な悩みや相談を受け
る場として機能しており、大変多忙化しているため、養護教諭の負担軽減の面からも、配置を継続
いただきたい。
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外部評価者による評価

小学校運営事業及び中学校運営事業
（鈴木教授）
　ＩＣＴ教育については、国のＧＩＧＡスクール構想が第２期を迎える中で、教育情報化指導員の
配置等、特色のある取組を先進的に進めており、評価できる。また、タブレットの更新等の環境整
備にあたっては、国の補助金の活用や一括しての発注等、コストの削減に努めていただきたい。
（小島教授）
　ＩＣＴ教育がさらに主流になっていく中で、ＩＣＴ支援員について、学校の規模に応じて時間数
が増加されており、評価できる。
　水泳授業指導支援については、小中学生を問わず、河川等での水難事故が多く発生していること
から、事故防止に関する指導に努めていただきたい。

小学校施設整備管理事業及び中学校施設整備管理事業
（鈴木教授）
　施設の老朽化が進んでいく中で、国の補助金を活用し、コストを抑制しており、評価できる。
　教室の移設や改修により、今ある環境の中で効果的に整備が進んでおり、評価できる。
（小島教授）
　空調設備の設置が非常に進んでおり、保護者も安心してこどもたちを学校に送り出すことがで
き、評価できる。
　空調等の物理的な環境が児童生徒の心にも影響を与えるとの研究もあるため、今後も環境整備を
継続していただきたい。

小学校教育振興事業及び中学校教育振興事業
（鈴木教授）
　副教材の保護者負担の軽減については、物価高騰等で家計が苦しい中で、有効性が高い取組であ
るため、今後も継続いただきたい。
　中学校部活動の地域移行にあたっては、今後も国の実証事業に参加し、多くの学校で課題を検証
することで、より良い事業となるよう取り組んでいただきたい。
（小島教授）
　体力向上プロジェクトについては、ＩＣＴ社会になっていく中で、こどもたちの健康づくりに大
きな価値のある貴重な取組であり、評価できる。
　バイオリンによる音楽教育は、生の芸術に触れる貴重な機会であり、今後も様々な学び方で継続
いただきたい。
　運動・文化活動支援事業については、課外活動が全国的に段々となくなっていく中で、大変良い
取組であるため、今後は全校へ展開していくことを期待する。
　中学校部活動の地域移行については、全国的に遅々として進まない中で、部活動指導員の配置
等、地域移行に向けて着実に進んでおり、評価できる。

放課後児童健全育成事業
（鈴木教授）
　入所児童数が年々増加している中で、設備等の環境に対応し、待機児童が０人というのは非常に
評価できる。
（小島教授）
　児童の放課後の安全・安心な居場所の確保のために、十分に予算が確保されており、また、開所
時間を午後８時まで延長して対応している点は、保護者のニーズに対応した取組で、評価できる。

学校給食運営事業
（鈴木教授）
　学校給食は食育にとって非常に重要な手法であり、自校調理方式を始め、様々な事業に取り組ん
でおり、評価できる。
　学校給食費の物価高騰分の公費負担や中学校の無償化については、費用負担の大きい大変な取組
であると思われるが、こどもや保護者のために、今後も継続いただきたい。
（小島教授）
　様々な工夫した取組が実施されており、特に中学校の学校給食費の無償化については、保護者も
喜んでいることと思われ、非常に素晴らしい取組であると評価できる。
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参考資料

自 至

R6.4.1 R7.9.30

R2.10.1 R6.9.30

R5.10.1 R9.9.30

R4.1.1 R7.12.31

R2.10.1 R6.9.30

R4.10.1 R8.9.30 保護者代表

２　令和５年度　教育委員会の主な活動内容

  (1)定例教育委員会を12回、臨時教育委員会を１回開催しました。

　上程議案件数：81件

　報告件数    ：26件

　　　  毎回、委員会終了後に任意の協議会を開催し、情報提供、情報交換を行いました。

　(2)総合教育会議を１回開催し、大府の教育について協議及び意見交換を行いました。

令和５年９月25日

　(3)出席した研修会等

　先進地視察 令和５年11月１日から11月２日

　・富山県小矢部市教育委員会（部活動地域移行、教育支援センター）

　・石川県加賀市教育委員会（部活動地域移行、学校教育ビジョン、STEAM教育）

　・各種施設の見学

　大府市義務教育推進協議会　　　 令和５年７月14日、令和６年１月23日

  (4)授業の様子や施設の状況を確認・点検するため、全小中学校への学校訪問や学校行事に

　　 出席しました。

　(5)教育予算について、各小中学校予算要望のヒアリングに出席し、質疑議論を行いました。

委　員

冨田　良平

　
（令和6年4月1日現在）

教育長職務代理者

氏　　名 備　考

１　教育委員会委員名簿

職　　名
任　　期

教育長

委　員

委　員

淺井　宣亮

松山　靖

竹中　万里

近藤　由美子

委　員 西村　和子
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